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「防衛大人権侵害裁判を支援する会」を結成 !

10月 4日 、福岡市立中央市民センターで、
「防衛大人権侵害裁判を支援する会」の結成総会

を開催 しました。参力目者は予想を超えて約80名 で、

事務局一同勇気を頂きました。支援者の皆さんに

心より感謝いたします。

この間、原告とご家族の気持ちを受け止めて、

弁護団や支援者の皆さんと協議を行つて来ました。

結成総会では末永節子さんの司会のもとに、元

「さわぎり人権侵害裁判を支える会」会長の石村

善治さん (元福岡大学名教授)が結成総会の意義

について提起されました。

次に、 「自衛官の命を守る親 (家族)の会」

第 4回公判

①日時-12月 6日 (火)13時30分

②法廷一福岡地裁法廷3θ3号法廷

※第 5回公判以降の法廷は大法廷を申し入

れます。大法廷は301号 (予定)※ 100名 ほ

ど入 ります。声掛け合つてご参加下さい。

(略称 「親の会」)の樋 国のり子さん、入野洋子

さん、比嘉寛さんより、自衛官の命を守る運動の

大切さが訴えられま した。

総会の議案は、この間支援に関する協議 。経過

に関わつている福岡平和フォーラムの前海満広さ

んよリー括提起されました。

その後、公判の「進行協議」を済ませた弁護団

の皆さんが到着。赤松秀岳弁護士、佐藤博文弁護

士、堂前遼司弁護士よりそれぞれ裁判の意義、課

題などについて提起され、みんなで意見交換を行

いました。

とくに、原告に友人 (防衛大 4年 )か ら、
「『暴行』はなくなったが、精神的に巧妙に追い

詰める方法に切 り替わっている」との電話があっ

たとのことです。

裁判はいよいよこれから本番に入 ります。裁判

勝利のカギは、法廷内の闘いと、法廷外での運動

支援の輪の拡大次第で大きく左右されます。裁判

官の心に届 く支援の輪を作つて行きたいと思いま

す。皆さんのご支援、ご協力をよろしくお願い致

します。

財政支援カ ンパ をお願い します

一口1, 000円 (何 口でも可)

郵便振替口座

○名称 防衛大人権侵害裁判を支える会

○ 口座  01750-5-145369



結成総会で決まったこと

防衛大人権侵害裁判を支援する会の役員

共同代表 石村 善治 元「さわぎり」人権侵害裁判を支える会会長

代  表 辻 傑 平和 。人権 。環境福岡県フォーラム代表

代  表 池田 良子 ず女性会議福岡県本部代表

代  表 津留 雅昭 戦争への道を許 さない福岡県フォーラム代表

事務局長 前海 満広 平和 。人権・環境福岡県フォーラム事務局長

運営委員 末永 節子 ∫女性会議福岡県本部

※必要に応じて役員補充していく。

★九州ブロック各県労組会議・平和運動センター・平和フォーラムを中心に

「九州ブロック支援する会」を結成 していく。

◆弁護団

*赤松秀岳弁護士 (九州 リーガル・クリニック法律事務所/九州大学)

*佐藤博文弁護士 (北海道合同法律事務所/自 衛官の人権弁護団・北海道団長)

*木佐茂男弁護士 (九州 リーガル・クリニック法律事務所/九州大学)

*七戸克彦弁護士 (九州 リーガル 。クリニック法律事務所/九州大学教授 )

*堂前遼司弁護士 (九州 リーガル・クリニック法律事務所/九州大学助教授)

※事務所 弁護士法人九州 リーガル・クリニック法律事務所

福岡市中央区赤坂1-H-12赤坂井上ビル4階  電話/092-761-8338

◆活動の柱

① 「自衛官の命を守る親 (家族)の会」 (「親の会」)への連帯、支援を行 う。

②弁護団と密に連携 していく。

③裁判傍聴を呼びかける。

④通信の発行。総会後、 「支援する会ニュース 1号」を発行 します。

⑤裁判の意義を深め広めるために「学習会」を行 う。

(こ れまでの裁判経過〉

1.第 1回公半J

①日時-5月 23日 (月 )午前10時

②法延一福岡地裁301号法廷

③原告代理人・赤松秀岳弁護士による意見陳述

2.第 2回公半J

①日時-7月 11日 (月 )13時30分

②法廷一福岡地裁301号法廷

③原告代理人弁護±5人連名による
「求釈明申立書」提出

3.第 3回公半J

①日時-10月 4日 (火)13時30分

②法廷一福岡地裁法延303号法廷


